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１．カントリーツアー（赴任地訪問）へ行く！ 

２．特集 いよいよバラカに赴

任！ 

☆ちょっと休けい マイブーム紹介
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１. カ ン ト リ ― ツ ア ― に 行 く ！ 

ミッション２：自分の家、家周辺を確認。 

とても立派な家です。しかも、私は 

恵まれていることに電気と水道があって 

井戸水は必要ありません。今のところ 

断水、電気が止まったのは数回だけ！ 

レンガの家でとてもしっかりしてます。 

一人暮らしには十分すぎます！ 

しかも家の裏にはマンゴーの木が！ 

 

              

               

 

 

自分の任地への事前訪問のことです。ここでのミッションは３つ！ 

ミッション１：職場訪問をし、カウンターパートにあいさつをする。 

ミッション２：自分の家、家周辺を確認。 

ミッション３：先輩隊員の活動現場を訪問する。 

ミッション１： 職場訪問をし、あいさつをする。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここが私の所属するバラカ教員研修センター 

Teacher Development Centre (以下ＴＤＣ)です！ 

私のボスになるエレスさんと Mr.サンデーは、現場 

で１５年以上教員経験を経てここで働いているそうです。 

２人ともとてもいい人たちで一安心です。一生懸命頑張ります！ 

一緒に働くカウンターパートと一緒に 

左からエレス、Mr. サンデー、私 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミッション３：先輩隊員の活動現場を訪問する。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

自分が出来ることを全力で！という姿勢

が伝わってきました。でも、一方的ではな

く、ペースを合わせながら、患者さんのニ

ーズに応えるという姿勢を大切に。 

とてもかっこよかったです！！

ことばがわからない（私が）だからこそ、

特に笑顔で伝えるコミュニケーションの

大切さを実感しました。笑顔は万国共通、

自分も人も幸せにする武器です！大切に

したいものです。

どの先輩隊員もこれを常に考え、日々の活動につ

なげていました。与えるのではなく、自分たちでや

っていける十分なスキルやノウハウを伝えたい。で

も、その思いが伝わらないもどかしさ、いらだち、

無力感、割り切り、色々な感情を乗り越えて今の活

動に至っていることを知りました。 

国際協力や教育の現場に通じる、「魚を与えるの

ではなく魚
・

の
・

取り方
・ ・ ・

を伝える。」という考え。押し

付けではない、最善のサポートの形とは・・・？私

も、この２年で色々と考えてみたいと思います。 

 



私が担当する８校を訪問し、先生方と児童に自己紹介をしています。まずは、「長根尾和子」

という存在を知ってもらう努力からのスタートです！          バラカ小学校・児童数約３

０００人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マラウイでは、男子はサッカー、女子はネットボールがメジャーなスポーツです。（それ以外のバ

レーやバスケは知りません。）てことで、私も一緒にネットボールをさせてもらいました。（ルール

は今いまいちよくわからないけど、ボールをリングに入れたら一点。ドリブルがないバスケ！？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７ ： ０ ０ ～

７：１５ 

そうじの時間 

  ７ ： １ ５ ～

７：２５ 

全校朝の会 

１時間目 ７ ： ３ ０ ～

８：０５ 

算数 

２時間目 ８ ： ０ ５ ～

８：４０ 

算数 

３時間目 ８ ： ４ ０ ～

９：１５ 

英語 

 ９ ： １ ５ ～

９：２５ 

休み時間 

４時間目 ９：２５～１

０：００ 

農業 

５時間目 １０：００～

１０：３５ 

宗教 

６時間目 １０：３５～

１１：１０ 

ライフスキル 

 １１：１０～

１１：２０ 

休み時間 

７時間目 １１：２０～

１１：５５ 

エクスプレッシブア

ート 

８時間目 １１：５５～ 国語（チェワ語） 

マラウイの学校は始まりが早い！ 

日本の学校にはない科目もいくつ 

かあります。例えば、エクスプレッシブアートとは、体

育、音楽、図工、道徳、家庭が１つの科目になっている

教科のことです。（私の担当科目） 

日本の学校とは違って給食がありません。その代りに

休み時間に無料でポリッジが配られます。その他にもお

やつを買うことが出来ます。授業は、４年生まではチェ

ワ語で授業を受け、５年生からは、全教科が英語になり

ます。 

１クラスの生徒数は、なんと！１００人越え！いすと

机が足りない教室は地べたで座って授業を受けます。教

室の数も足りないため、木の下で授業を受けています。

環境は決して良いとは言えませんが、みんな元気いっぱ

い！ 

※ポリッジとは・・・ 

トウモロコシの粉と大豆の粉からできたおかゆのようなも

の。 

私も食べてみました・・・ 

焼きトウモロコシのような香ばしい香り！案外おいし

い！ 



 

 

 

 

 

なーんにもないところからのスタート！段ボールの空き箱とビールの空きケースが大活躍！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ち ょ っ と 休 け い 

でも、食べ過ぎには注意です。マンゴ―の樹液は強いらし

く・・・（びっくり！）唇がはれました。(T_T)！！ 

←これなんだと思いますか？正解は・・・テストの答案用紙で

す。 

マラウイの今学期は１２月１２日まで。ということで、今は学

期末テストの真っ最中！教科は全部で１０教科ありますが、テ

ストは一日たったの１教科・・・どうしてだと思いますか？ 

 実は、テスト用紙を配布する代わりに、先生が黒板にテスト

問題をチョークで書くのです！黒板完成まで、約２時間！私も

手伝いましたが、手が痛い！その間児童は、外で待っています。

それからテストを受けます。ノートにテストの答案を記入し、

それを提出します。日本での日常の一つ一つがいかに当たり前

ではないか、ということを実感する日々です。 



 

 

 

 

そもそも私は何をしにマラウイに来ているのか・・・？ 

 私の要請内容の紹介と自分で今現在考えている活動プランを紹介したいと思います。 

でも・・・問題は・・・私は技能教科の専門ではない！知ったかぶったことはできない・・・。

ということ。じゃー自分には何ができるのか・・・ 

と悩み、悩んだ結果、教科は違えども自分は 

教員として研修はいっぱい受け、たくさん学ばせて 

もらってきた！ということで・・・ 

右記のような、コーディネーター役とマネジメント 

的な協力が出来たら、と考えています。 

（あくまでこうなったらいいな、という目標です。） 

 

 

 

 

３. 活 動 報 告 ♪ 


